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　プライバシを考慮したデータ管理技術についての研究をし
ています。たとえばクラウド環境上で機密データを管理者か
らも保護する暗号化データベースシステムを開発しています。
サーバ上のデータを暗号化したままでの検索を可能にし、さ
らに大規模なデータでも高速に検索処理を行うための索引技
術を提案しています。索引の構造や問合せの履歴を使ってデ
ータを盗み見ようとするデータ管理者から保護するために、
サーバに格納する索引構造をバラバラにしたり利用者からの

問合せパターンにノイズをまぜて攻撃者がわからないように
工夫をしています。  さらに暗号化データベースの応用アプリ
ケーションとして、クラウドストレージを利用したデータ販
売スキームについて研究しています。検索によって利用者が
獲得する情報のエントロピーを用いた定量化や、暗号化デー
タベースシステムにおいてクライアントの利用状況も暗号化
したまま問合せ内容に原づくデータ販売を実現するアーキテ
クチャの設計・実装をおこなっています。

　研究成果を国際会議や論文誌にまとめて発表しているほか、
提案手法を用いた暗号化データベースシステムの実装を公開
に向けて進めています。また、未来を担う子供達に対する情
報教育に関する活動として、国立女性会館主催の女子中高生
夏の学校にて中高生を対象としたプログラミング体験授業の
講師を務めているほか、保護者が情報技術を理解するための
ワークショップ等も開催しています。

　大学生活での大きな魅力の一つは、授業を受けるだけでな
く「こんな事をやってみたい・試したい」と思ったとき、逆
に悩んで立ち止まっている時に様々な側面でそれを後押しす
る人が周りにいる事です。本学、そして本学群・研究科では
文理融合の特色を生かし様々な専門の先生がいて、学外活動
や起業等にチャレンジしている先輩や仲間もいます。そのよ
うな環境を最大限生かして自分の魅力を磨いていください。
大事なのはいろんな人に聞くこと・頼ること。遠慮はいりま
せん、一歩踏み出して声をかければ皆喜んで協力してくれる
事でしょう。
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